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1．目　的

　大学教育のグローバル化が進展し、教育の規格化や国際
競争が進むにつれて、大学教育の質保証が強く求められて
いる。特に、近年では、学生の学修成果（ラーニング・ア
ウトカム）の評価に先進各国が取り組んでおり、経済協力
開発機構（OECD）も大学生や成人を対象とした国際調
査（AHELO や PIAAC）を行っている（文部科学省、掲
載年不明）。このような文脈の中で教養体育のラーニング・
アウトカムについて検討したい。
　多くの大学では、教養体育の目的として健康増進や運動

習慣の形成を掲げているが、それは在学中だけでなく、生
涯にわたって実現できることを目指している。したがって、
教養体育の教育効果を評価するためには、授業終了時だけ
でなく、数年後の効果も評価する必要がある。そして、教
員が設定した授業目標以外に学生が学んだことや学んだこ
とがその後の生活や人生に与えた影響なども調査する必要
がある。これらの課題に接近するために、大学卒業生に教
養体育の感想や思い出（エピソード）を自由記述で回答さ
せる調査を行った。
　大学教育が学生に、知識・技術の獲得や態度変容などの
面でどのような影響を与えているかに関する研究はカレッ
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ジ ･ インパクト研究と称され、米国では長年の蓄積がある
（Adams and Bryntesona.,1992; Paffenbarger et al.,1986; 
Pearman et al.,1997; Sparling et al.,2002）。おもな研究手
法は卒業生に在学中の教育を評価させるアンケート調査で
あり、日本でも数多く行われてきた（金本・加藤 , 1996;
金谷・松田 , 2011; 北・小林 , 2014; 永瀬ほか , 2013; 櫻井
ほか , 2014）。そのような日米の先行研究の中から教養体
育に焦点を当ててレビューした小林（2015）は次のよう
にまとめている。

・日本で行われてきた個別大学の卒業生を対象とした
研究は、他の研究と無関係に単発で行われており、
理論的裏付けが乏しく、単なる実態調査となって
いる。

・米国で行われているカレッジ・インパクト研究の枠
組みに沿って行われた複数の大学卒業生を対象と
した調査は、健康に関する知識や態度、運動習慣
に焦点を当てている。

・大学連携による大規模な学生調査研究が日本でも行
われているが、体育は独立した調査項目になって
いない。

　そもそも学生はそれぞれに経験（バックグラウンド）が
異なり、固有の興味・関心を持ち、自ら学び続けている。
体育の授業以外にも多くの学修や経験をしているし、受講
生同士の学び合いもある。したがって、教員が設定した内
容以外のことも学んでおり、これらを合わせた総合的な学
修成果、すなわちラーニング・アウトカムを評価するため
には、従来の選択肢を選ばせる調査方法では限界がある。
教員が想定した選択肢（学修成果）だけでなく、それ以外
の事項を探索的に把握する必要がある。
　そして、教養体育が大学設置基準に定める「広くて深い
教養、総合的判断力、豊かな人間性」の涵養を担うとすれば、
このようなことに関するアウトカムの抽出が必要である。
体育の目的として、健康・安全、スポーツ文化、人間性の
涵養などが挙げられることが多いが、これらのうち、人間
性の涵養に関するアウトカムを抽出することが難しい。ま
た、教養教育は、学んだことがすぐに活かせる即効性では
なく、後から効いてくる遅効性があると小方（1996）は
指摘している。卒業後 1 ～ 10 年を経た大卒者 14,000 人を
対象にした大規模調査（1992 年）の結果から、「一般教育
科目の学習は、卒業後の年数を経た者ほど『役に立ってい
る』と回答する割合が高くなっている」と述べている。確
かに、職業と直接結びつく専門教育と異なり、教養教育は
個人の価値観や行為に関わるので、専門教育のようにすぐ
には効果が見えにくい。同様に教養体育も遅効性があると
考えられる。そこで、授業終了後の学生だけでなく、卒業
生にも調査する必要がある。

　ところで、橋本（2005）は、スポーツ活動における生
涯の記憶に残るような印象深い体験をスポーツ・ドラマ
チック体験と呼び、これこそが人の心理社会的効果をもた
らすという仮説のもとに研究を進めている。実際に体育実
技の授業でも学生が手を取り合って感動している場面を多
く目にする。例え、運動技術は高くなくてもゲームに集中
することにより、大小様々な感動が受講生の間に生まれて
いる。
  また、精神科医の中井（1996）は人格形成におけるエピ
ソード記憶の重要性を次のように述べている。

　人間の人格をつくっているのは、このような個人
的記憶、「エピソード記憶」です。…（中略）…「エ
ピソード記憶」が豊かでなければ生きた人間とはい
いがたいのではないか。

　エピソード記憶は、意味記憶（事実と概念に関する記憶）
と異なり、事象の記憶であり、その時の感情が含まれてい
る。スポーツ・ドラマチック体験はまさしくエピソード記
憶となる事象である。これらの体験が、ストレス解消や体
力向上などの実用的な利益に加えて、教養体育の授業でも
得られただろうか。そこで、大学卒業生に教養体育の感想
や思い出（エピソード）を自由記述で回答させ、それらの
テキストマイニング分析を行った。

2．方　法

　アンケート調査の対象者と調査内容、調査方法などは以
下の通りである。
1）対象者
　アンケート調査の対象者は次のすべての条件を満たすも
のとした。

1.4 年制大学を卒業して 5 年目までの 30 歳以下の男女
2.体育系学部・学科や教育学部保健体育系以外の卒業生
3.教養体育の授業を履修した卒業生
4.3 大都市圏（東京都、埼玉県、千葉県、神奈川県、

愛知県、京都府、大阪府、兵庫県）にある私立大
学の卒業生

  条件 1 は卒業後の年数が長いと記憶が薄れている恐れが
あるので、卒業後 5 年までとした。また、年配の社会人学
生を除くために、30 歳以下とした。条件 2 と 3 は専門体
育科目の影響を排除するためである。そして、条件 4 は回
答者の属性をできるだけ揃えるために 3 大都市圏の私立大
学卒業生とした。

2）調査内容
　調査の内容は、教養体育の思い出を自由記述で回答して
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もらうことに重点をおいた。そのほかに、大学以下の学校
時代のスポーツ習慣や現在の運動行動ステージ・健康意識
なども尋ねた。具体的には以下の通りである。

1. 教養体育の履修形態（必修科目、資格関連科目、
選択科目）

2. 現在の運動行動ステージと健康意識
　　運動行動ステージ尺度は、岡（2000）が作成し

た運動行動の変容段階尺度を用いた。「無関心期」
「関心期」「準備期」「実行期」「維持期」のうち該
当する 1 つを選択させた。ここでいう定期的な運
動とは、「週 3 回以上、運動実施時間が 1 回 20 分
以上」と定義した。健康意識は厚生労働省の「健
康意識に関する調査」（2014）に準じた。

3．教養体育の思い出（自由記述 100 字～ 200 字）
　　「楽しかったこと」「ためになったこと・役に立っ

ていること」「印象に残っていること」

3）調査方法と調査期間
　調査は、インターネット調査を専門とする業者に委託
し、2015 年 8 月 1 日から 6 日の期間に実施した。調査を
委託した業者には 327 万人がモニターとして登録してお
り、その中から調査条件に合うモニターを抽出し、回答を
得た。なお、この業者は大学などの研究機関や官公庁の調
査を多く受託した実績を有している。

4）人権擁護の配慮
　調査を委託した業者は、プライバシーマーク使用許諾事
業者であり、日本工業規格「JIS Q 15001 個人情報保護マ
ネジメントシステム―要求事項」に適合している。そして、
個人情報について適切な保護措置を講ずる体制を整備して
いることが一般財団法人日本情報経済社会推進協会から認
定されている。業者からは個人を特定できる情報を除いた
ものがローデータとして納品され、そのローデータは紛失
や漏洩がないように研究者間で厳重に管理した。

5）統計処理
　自由記述回答に含まれる単語の出現頻度や単語間の関連
性を明らかにするため、テキストマイニングソフトである

「KH Coder」（樋口, 2004）を用いて分析した。出現頻度
については、出現回数上位 50 語を抽出した。単語間の関
連性については、単語同士のつながりを可視化するために
共起ネットワークを描画する機能を利用した。共起ネット
ワークとは、ある単語がどの単語と共に使用（共起）され
ている頻度が高いかを太さの異なる線で結んで図として表
した網目（ネットワーク）のことである。なお、出現回数
上位 25 語と共起ネットワークについては、性別による特

徴を明らかにするために、全体と男女別に分析を施した。
データの加工手順として、まずは質問と関係のない回答を
したデータを削除し、平仮名やカタカナを可能な限り漢字
表記に変更し、同一の単語として認識されるようにした。
また、「役に立つ」と「役立つ」など同意義の単語につい
ても可能な限り統一した。統一した単語の一覧は表 1 に示
したとおりである。ただし、文脈から判断し、そのままに
した場合もある。共起ネットワークの設定については、集
計単位を「段落」とし、描画する共起関係数は「60 以内」
とした。また、「強い共起関係ほど太い線で描画」し、「出
現数の多い語ほど大きい円で描画」という設定とした。ま
た、語の色分け方法として、比較的強くお互いに結びつい
ている部分を自動的に検出してグループ分けを行う「サブ
グラフ検出（modularity）」という手法を用い、「グレー
スケールで表現」に設定した。なお、樋口（2015）は、「色
分けはいずれも自動処理によるものであるから、色分けに
常に重要な意味があると考えて読み解いたり、深読みをし
たりせずに、グラフを解釈する際の補助として利用するこ
とが穏当」であると述べている。

3．結　果

1）回答者の属性
（1）回答者の性別、年齢、卒業年、卒業した大学の所在地

　回答者は 264 人で、その内訳は男性 102 人（38.6%）、
女性 162 人（61.4%）であった。
　年齢は男女とも 22 歳から 30 歳で、中央値が 25 歳、平
均値は男性が 25.5 歳、女性が 24.9 歳であった。卒業年度
の比率は男女全体で 17.0% から 23.9% で、特定の年度に
偏っているようなことはなかった。卒業大学の所在地は、
男女全体で東京が 47.3％、関東の 3 県が 18.6%、他の 2 府

表1　統一した同意義の単語1
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2 県が 34.1% となっており、各都道府県に所在する大学数
や学生数の実態に沿ったものと考えられる。（表 2）

（2）体育科目の受講

　体育科目の履修について、「卒業要件（必修科目）とし
て受講した」が最も多く、男性が 67.7% で、女性が 66.0%
であった。「教職など資格取得の必修科目として受講した」
は男性が 5.9% で、女性が 19.8% であった。反対に、「選
択科目として受講した」は男性 39.2% で、女性が（28.4%
であった。（表 3）また、体育科目が必修でなければ「履
修しなかったと思う」との回答は、女性が 62.2% で、が
男性が 47.1% であった。

（4）現在の運動習慣と健康意識

　週 3 回以上定期的に運動している男性は 43.1%、女性は

29.7% であった（表 4）。健康意識は、「非常に健康だと思
う」か「健康な方だと思う」のどちらかに回答した男性は
70.6%、女性は 64.8% であった（表 4）。

2）「楽しかったこと」（自由記述回答）
　「あなたがこれまで経験した、大学の体育実技や体育の
講義で楽しかったと思うことについて、100 ～ 200 字程
度でお答えください。」についての自由記述データを KH 
Coder を用いてテキスト分析を行った。単語の出現回数上
位 25 語を表 5 に示した。男女ともにほぼ同じ単語が抽出
されたが、授業内容の中核である競技種目に注目してみる
と、多く挙げられたのは、男性でサッカー（16 件）、野球

（15 件）、卓球（14 件）、ゴルフ（10 件）、テニス（10 件）
で、女性ではテニス（30 件）、ダンス（19 件）、バレーボー
ル（19 件） 、バドミントン（18 件）、ゴルフ（17 件）であっ

表2　回答者の性別、年齢、卒業年度、卒業した大学の所在地

表3　体育科目の受講

全体

全体

8 5 7 7 9

全体

全体

全体
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た。そして、共起ネットワークを図 1 に示した。
　共起ネットワークからは、まず、「大学の体育の授業は
楽しい。」との感想が多く、楽しかったこととして、「体を
動かしたこと」「男女混合であること」「他の学部や学科の
学生と交流し仲良くなること」が主な傾向であることが明
らかになった。なお、男女別に見ても同様の結果であった。

図1　「楽しかったこと」の共起ネットワーク（全体）

表4　現在の運動習慣と健康意識

表5　大学の体育実技や体育の講義で楽しかったと思うこと
（出現回数上位25語）

4 6 4 2 1 0 3 3
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　エピソードとしては、以下のものがあった。

・野球の授業で私はずっと空振り三振で、一度も打て
なかった。野球授業最後の日の最後の打席、いつ
ものように外野陣が前に出てきた。そこで初めて
打って、ボールが外野陣の上を飛び越えていった
時は痛快で、楽しかった思い出ではある。（男性、
27 歳、東海地方の大学卒業）

・大学の体育でバレーボールを選ぶことになってし
まった（第三希望だった）が、その一年チームに
なっていたメンバーは様々な学科からの多種多様
な人たちだった。実は授業内チームの中では最弱
で、面倒だと言っていながらも皆、何故か悔しく
なってしまい、休みの日に集まって練習していた。
今でもそのメンバーとは交友がある。（女性、24 歳、
東京の大学卒業）

　前者からは鬱屈していた感情から一気に解放された喜び
と爽快感が語られているし、後者からは授業後、そして、
卒業後も続く交友関係のきっかけが体育実技であったこと
が語られている。

3）「ためになったこと・役に立っていること」（自由
記述回答）

　「あなたがこれまで経験した、大学の体育実技や体育の
講義でためになったと思うことや現在のあなたご自身に役
立っていると思うことについて、100 ～ 200 字程度でお答
えください。」の回答にテキスト分析を行い、単語の出現回
数上位 25 語を表 6 に示した。男女ともにほぼ同じ単語が
抽出されたが、授業内容の中核である競技種目などに注目
してみると、多く挙げられたのは、男性でトレーニング（11
件）、ゴルフ（10件）、テニス（7件）で、女性ではゴルフ（17件）、
ストレッチ（12 件）、ダンス（11 件）、ヨガ（11 件）であっ
た。そして、共起ネットワークを図３と図４に示した。
　共起ネットワークで男女に共通して見られたのは、「大
学の体育授業で運動ができて良かった」「体を動かした」

「今、役立っている」であり、男女別に見ると、男性で「定
期的な運動習慣と健康」「筋力トレーニングについて知っ
た」が、女性で「ストレッチの基礎、今も続けていること」
が主な傾向であることが明らかになった。
　エピソードは以下に示すように１つ回答があった。

・ 冬休みに入る前、体育の教科担当の男の先生が「こ
れからの季節、スノボに誘う男の人には注意しろ。
下心なく“教えてあげるよ”という男はいない」
と教えてくれたこと。説得力があったし、みんな
がしっかりと聞いていた。（女性、27 歳、近畿の女
子大学卒業）

　このエピソードは、上記の共起ネットワークから得られ
た傾向からは外れている。また、体育の授業目的からも外
れた内容ではあるが、回答者本人には強く印象に残ってお
り、他の受講生も「しっかりと聞いていた」と捉えていた。

4）「印象に残っていること」（自由記述回答）
　「あなたがこれまで経験した、大学の体育実技や体育の講
義で、何か印象に残っていることを 100 ～ 200 字程度でお答
えください。」の回答にテキスト分析を行い、単語の出現回
数上位 25 語を表 7 に示した。男女ともに同じ単語が抽出さ
れたが、授業内容の中核である競技種目などに注目してみる
と、多くに挙げられたのは、男性で野球（15 件）、チーム（12
件） 、サッカー（11 件）、試合（11 件）で、女性ではバレーボー
ル（26 件）、テニス（22 件）、試合（20 件）、チーム（18 件）
であった。そして、共起ネットワークを図５～６に示した。
　共起ネットワークで男女に共通した主な傾向は、「体育
授業が楽しい」であった。男女別に見ると、男性では「高
校と違って履修が選択」「筋トレの方法を学ぶ」「競技が面
白い」が、女性では「友達と体を動かす」「仲良くチーム」

「講義を受けるのが面白い」が主な傾向であった。

表6　大学の体育実技や体育の講義でためになったと思うこと
（出現回数上位50語）

9 9 5 2 8 7 3 2 6
6
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表7　大学の体育実技や体育の講義で印象に残っていること
（出現回数上位50語）

5 6 5 2 4 0 1 7
3

図2　「ためになったこと・役に立っていること」の共起ネットワーク（男性） 図3　「ためになったこと・役に立っていること」の共起ネットワーク（女性）

図4　「印象に残っていること」の共起ネットワーク（男性）

図5　「印象に残っていること」の共起ネットワーク（女性）
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4．考　察

1） 回答者の属性と母集団の代表性
　回答者のうち、週 3 回以上定期的に運動している男性
は 43.1%、女性は 29.7% であった。文部科学省（2015）
が 2014 年に実施した体力・運動能力調査によると、週 3
日以上運動している 25 ～ 29 歳の男性は 14.8% で、女性
は 6.6% であった。これと比較すると回答者は運動習慣が
高い。しかし、学歴の高い者ほど習慣的に運動をするこ
とが、Murakami et. al（2001）の調査でも示されている
ので、このことも考慮する必要がある。
　健康意識には男女差は見られず、「非常に健康だと思う」
か「健康な方だと思う」のどちらかに回答した男性は
70.6%、女性は 64.8% であった。厚生労働省（2014）が
2014 年に行い、全国の 20 代から 80 代までの 5,000 人か
ら有効回答を得た「健康意識に関する調査」によると、「非
常に健康だと思う」が 7.3% で、「健康な方だと思う」が
66.4%、合わせると 73.7% であった。この調査では年代別
や性別の集計結果が公表されていないが、本調査もほぼ
同様の結果であり回答者は母集団から大きく外れていな
いと考えられる。

2）体育の授業で得たこと
　中山ほか（2012）の報告によれば、大学の体育授業を
受講し終えた学生を対象に「体育授業で得られたもの」
を調査した結果、「友達、授業での楽しさ、気晴らし、運
動量、日常生活が楽しくなった」の項目で多い結果となっ
ている。本研究における自由記述回答の「楽しかったこ
と」「ためになったこと・役に立っていること」「印象に
残っていること」をまとめると、「大学の体育は高校と異
なり、男女共修だったり、他学部生と一緒だったりして、
楽しく運動でき、友達もできた。筋力トレーニングやス
トレッチングの方法を学び、卒業後の運動習慣や健康に
役立っている。」ということになろう。よって、本研究では、
卒業後を対象にしているということもあり、調査時期に
多少の違いはあるものの、中山ほか（2012）の先行研究
を支持する結果となった。さらに、中山ほか（2012）は、
体育授業により「友達」と「授業での楽しさ」を得られ
た者は、大学生活の充実感を高めることに影響を及ぼす
ことを示唆している。これらを総合すると、「体育の授業
で得たこと」は、これは、多くの大学で掲げている大学
体育の目的である「健康増進や運動習慣の形成」や「スポー
ツによる豊かな人生を実現できること」に合致している。
大学卒業生の感想をテキストマイニングした結果、この
ことが確認できた。

　「楽しかったこと」の回答からは、「男女や他学部・学
科の学生と一緒に受講し、仲良くできたこと」が示された。
このようなことは体育の中心課題ではないが、このよう
な交流の機会を体育が提供していることはもっと評価し
ても良いと思われる。そして、「ためになったこと・役に
立っていること」の回答からは、男性で筋力トレーニン
グが、女性でストレッチングが具体的な事項として多く
挙げられた。また、回答の多かった競技種目からは男女
の選好の違いが見られた。これらのことに配慮して授業
計画を立案する必要性が示唆された。

3）教養体育のエピソード
　人間性の涵養に関するような具体的なエピソードは 3
件あった。これらはその時の感情も表現され、人格形成
やその後の生活に影響を与えたと思われる記憶であった。
野球の授業で鬱屈していた感情から一気に解放された喜
びと爽快感が語られていたり、体育の授業が卒業後も続
く交友関係のきっかけとなったりしたことが語られてい
る。
　質問項目は「楽しかったこと」と「ためになったこと・
役に立っていること」、「印象に残っていること」であり、
同じような回答になりそうな質問であった。しかし、少
しでも自由記述、特にエピソードを引き出そうとして言
い方を変えながら回答を求めたが、エピソードが 3 件
しか得られなかったのは、このようなインターネット調
査で回答を得るには限界があるのかも知れない。インタ
ビューや座談会調査のように時間をかけて記憶を紡ぎ出
すような方法も検討する必要があると思われる。
4） 今後の課題
　先行研究（小方 , 1996）から類推して、教養体育の教育
効果にも遅効性があると考えられるが、本調査では卒業
後５年までを対象とした。６年以上についても調査する
必要があると思われるので、今後の課題としたい。
　また、本調査では体育科目を履修した卒業生を対象と
した。体育科目のラーニング・アウトカムをさらに詳し
く調べるためには、体育科目を履修しなかった卒業生の
感想などと比較検討する必要がある。

まとめ

　大学の教養体育の学修成果（ラーニング・アウトカム）
について明らかにするために、大学卒業生に教養体育の
授業の感想や思い出（エピソード）を 100 字から 200 字
までの自由記述で回答させる調査を行った。調査は 2015
年 8 月上旬にインターネットで行い、調査対象は、4 年制
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大学の在学中に教養体育の授業を受講し、卒業して 5 年
目までの 30 歳以下の男女で、3 大都市圏（東京都、埼玉
県、千葉県、神奈川県、愛知県、京都府、大阪府、兵庫県）
にある私立大学の卒業生であった。有効回答は 264 人か
ら得られ、その内訳は男性 102 人（38.6%）、女性 162 人

（61.4%）であった。卒業大学の所在地は、男女全体で東
京が 47.3％、関東の 3 県が 18.6%、他の 2 府 2 県が 34.1%
であった。自由記述回答はテキストマイニングにより分
析した。得られたおもな結果は以下の通りである。
1．大学の体育実技や体育の講義で楽しかったことについ

ての自由記述回答をテキストマイニングした結果、「大
学の体育の授業は楽しい」との感想が多く、楽しかっ
たこととして、「体を動かしたこと」「男女混合である
こと」「他の学部や学科の学生と交流し仲良くなるこ
と」が主な回答であった。このような交流の機会を体
育が提供していることはもっと評価しても良いと思わ
れる。

2．大学の体育実技や体育の講義でためになったことや現
在役立っていることについての自由記述回答をテキス
トマイニングした結果、男女に共通して見られたのは、

「大学の体育授業で運動ができて良かった」「体を動か
した」「今、役立っている」であり、男女別に見ると、
男性では「定期的な運動習慣と健康」「筋力トレーニ
ングについて知った」が、女性では「ストレッチの基
礎、今も続けていること」が主な傾向であった。また、
回答の多かった競技種目からは男女の選好の違いが見
られた。これらのことに配慮して授業計画を立案する
必要性が示唆された。

3．大学の体育実技や体育の講義で印象に残っていること
についての自由記述回答をテキストマイニングした結
果、男女に共通して主な傾向は、「体育授業が楽しい」
であった。男女別に見ると、男性では「高校と違って
履修が選択」「筋トレの方法を学ぶ」「競技が面白い」が、
女性では「友達と体を動かす」「仲良くチーム」「講義
を受けるのが面白い」が主な傾向であった。

4．人間性の涵養に関するようなエピソードは 3 件しか得
られなかった。このようなインターネット調査では限
界があるのかも知れない。インタビューや座談会調査
のように時間をかけて記憶を紡ぎ出すような方法も検
討する必要があると思われる。
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　大学の教養体育の学修成果について明らかにするために、大学卒業生に教養体育の授業の感想や思い出（エピソード）を自
由記述で回答させる調査を行った。調査は 2015 年 8 月上旬にインターネットで行い、調査対象は次の 3 つの条件を満たすも
のとした。① 4 年制大学の在学中に教養体育の授業を受講したもの、②卒業して 5 年目までの 30 歳以下の男女、③ 3 大都市
圏にある私立大学の卒業生。有効回答の内訳は男性 102 人（38.6%）、女性 162 人（61.4%）であった。得られたおもな結果は
以下の通りである。
1．自由記述回答をテキストマイニングした結果、体育科目で楽しかったこととして、「体を動かしたこと」「男女混合であること」
「他の学部や学科の学生と交流し仲良くなること」が主な回答であった。

2．自由記述回答をテキストマイニングした結果、体育科目でためになったことや現在役立っていることは、男女に共通して見
られたのは、「大学の体育授業で運動ができて良かった」「体を動かした」であり、男女別に見ると、男性に「定期的な運動
習慣と健康」「筋力トレーニングについて知った」が、女性に「ストレッチの基礎、今も続けていること」が主な傾向であっ
た。また、回答の多かった競技種目からは男女の選好の違いが見られた。

3．人間性の涵養に関するようなエピソードは 3 件しか得られなかった。このようなインターネット調査では限界があるのか
も知れない。インタビューや座談会調査のように時間をかけて記憶を紡ぎ出すような方法も検討する必要があると思われる。
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